
言語能力の向上に関する特別チームにおける検討事項 

 
 
 
１．「国語科」及び「外国語科・外国語活動」を通じて育成すべき言語能力について 
 ・育成すべき資質・能力の可視化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 
ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 
ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性等） 
 ・他教科における言語能力の育成との関係について 
 
２．言語能力を向上させるための、「国語科」及び「外国語科・外国語活動」におけ

る指導内容の系統性について 
 ・目標・指導内容（当該教科において育成すべき資質・能力）等全体に関して 
 ・言語の仕組み（音声、文字、語句、文構造、表記の仕方等）に関して 
 
３．言語能力を向上させるための、「国語科」及び「外国語科・外国語活動」相互の

連携について 
 ・目標・指導内容（当該教科において育成すべき資質・能力）等全体に関して 
 ・言語の仕組み（音声、文字、語句、文構造、表記の仕方等）に関して 
 ・ローマ字学習の取扱いについて 
 
４．効果的な指導の在り方について 
 ・教科担任制の中・高等学校における連携の在り方 
 ・短時間学習の活用 
 ・ＩＣＴ等の活用 
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中央教育審議会初等中等教育分科会 

教育課程部会教育課程企画特別部会 論点整理 

（平成２７年８月２６日） 

 

＜抜粋＞ 

 

 
５．学習指導要領改訂の基本的な考え方５．各学校段階、各教科等における改訂の具体的

な方向性 
（１）各学校段階の教育課程の基本的な枠組みと、学校段階間の接続  
②小学校  
 
○ （略）特に、国語や外国語を使って理解したり表現したりするための言語に関する能

力を高めていくためには、国語教育と外国語教育のそれぞれを充実させつつ、国語と外

国語の音声、文字、語句や単語、文構造、表記の仕方等の特徴や違いに気付き、言語の

仕組みを理解できるよう、国語教育と外国語教育を効果的に連携させていく必要がある
45。こうした言語に関する能力を向上する観点からの外国語教育の充実は、積極的にコ

ミュニケーションを図ろうとする態度の育成や国語の能力の向上にも大きな効果がある

と考えられる。 
 
○ このため、国語教育においては、下記（２）②に示すように、国語の音声、文字、語

句、文構造、表記の仕方等の仕組みについても、外国語教育と関連付けながら理解でき

るようにするための指導を充実させていく 46 ことが求められる。また、外国語教育にお

いても、（２）⑫及び別紙に示すようなこれまでの成果と課題を踏まえた方向性の中で、

国語教育と関連付けながら、高学年においては外国語の４技能を扱う知識・技能を学び、

語彙や表現などを繰り返し活用した言語活動から、自分の考えや気持ちなどを聞き手を

意識しながら伝えようとするコミュニケーション活動までの総合的な活動を展開し定着

を図るため、教科として系統的な指導を行うことが、また、中学年においては外国語に

慣れ親しみ、「聞く」「話す」の２技能を中心に外国語学習への動機付けを高めるための

外国語活動を行うことが求められる。 
 
○ その場合の外国語の授業時数については、別紙に示すように、小学校高学年において、

例えば、現行の外国語活動に必要な時間の倍程度となる年間７０単位時間程度の時数が、

中学年における外国語活動については、現行の外国語活動と同様に３５単位時間程度が

必要であると考えられる。 

                                            
45 国語教育や外国語教育においては、言葉の特徴やきまりに関し、音声（音韻を含む）やメタ言語の意識等を踏まえた

指導が重要と指摘されており、引き続き、専門的な見地から検討を行う必要がある。 
46 前回改訂においても、例えば中学校国語科においては「他の言語と比べた国語の特質」の理解を重視することとされ

たところである。また、高等学校国語科においては、音韻や文字、表記等について外国語との対比から理解するように

することや、現代の国語と外国語との関わり、言語の違いによるものの見方、感じ方、考え方の違いなどについて理解

し合うことに役立つ教材が必要であることなどとされているところである。 
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○ これらの年間３５単位時間増となる時数を確保するためには、高学年においては、平

成２０年答申の小・中学校の教育課程の枠組みに関する小学校の授業時数（年間の総授

業時数）の考え方を踏まえつつ、知識・技能の定着等を図るため、ＩＣＴ等も活用しな

がら１０～１５分程度の短い時間を単位として繰り返し教科指導を行う効果的な短時間

学習（帯学習、モジュール学習。以下、「短時間学習」という。）として実施する可能性

も含めた専門的な検討が必要となる。弾力的な授業時間の設定に関する先行的な取組の

分析を踏まえつつ、教育課程全体における短時間学習の位置付けを明確化するとともに、

別紙に示す課題等も含め、外国語等における短時間学習の実施に向けた課題について専

門的に検討を行う必要がある。 
 
○ こうした短時間学習を通じて、高学年における年間３５単位時間増分を確保すること

が難しい場合には、外国語の指導のために必要な時数の在り方や、他教科等の時数の在

り方を含め、教育課程全体にわたる更なる検討が必要になることから、上記の短時間学

習に関する専門的な検討を行った上で、再度、当部会において小学校の教育課程全体を

見通した観点から検討を行い、平成２７年内から平成２８年当初を目途に一定の結論を

得る。 
 
○ 中学年においても、年間３５単位時間増となる時数を確保するためには、他教科等の

時数の在り方を含めた教育課程全体にわたる抜本的な検討が必要となることから、高学

年における時数の在り方と併せて、再度当部会において小学校の教育課程全体を見通し

た観点から検討を行い、平成２７年内から平成２８年当初を目途に一定の結論を得る。 
 
（２）各教科・科目等の内容の見直し 
②国語 
 
○ （略）また、言語に関する能力を向上させる観点から、外国語教育と効果的に連携さ

せ、音声、文字、単語・語句、文構造、表記の仕方等の特徴や違いに気付き、言語の仕

組みを理解できるようにすることや、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度

を育成していくことも重要である。 
 
⑫外国語 
 
○ 小学校段階においては、高学年の「外国語活動」の充実により、児童の高い学習意欲、

中学生の変容などの成果が認められる一方で、①音声中心で学んだことが、中学校の段

階で音声から文字への学習に円滑に接続されていない、②国語と英語の音声の違いや英

語の発音と綴りの関係、文構造の学習において課題がある、③高学年は、児童の抽象的

な思考力が高まる段階であり体系的な学習が求められることなどが課題として指摘され

ている。 
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○ これらの成果と課題を踏まえて、中学年から「聞く」「話す」を中心とした外国語活動

を通じて外国語に慣れ親しみ外国語学習への動機付けを高めた上で、高学年から発達段

階に応じて４技能を総合的・系統的に扱う教科学習を行うことが求められる。その際、

これまでの課題に対応した教科化に向けて、新たに①アルファベットの文字や単語など

の認識、②国語と英語の音声の違いやそれぞれの特徴への気付き、③語順の違いなど文

構造への気付き等を促す指導を行うために必要な時間を確保することが必要である。 


